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１.委員会の概要 

１.１ 委員会の目的 

明石市の中心市街地では、明石駅南地区再開発事業など、活性化に向けた取り組みが着実に

進展している。一方、中心市街地の南の拠点である明石港周辺については、過去からの産業利

用によって市街地から分断され、活性化に関する計画が策定されていないため、素晴らしい景

観などの有効資源の活用ができていない。そのため、中心市街地の南の拠点と位置付けられて

いる明石港周辺のあり方や東外港地区に望まれる将来像を踏まえ、明石港東外港地区公共ふ頭

及び展望公園（以下、計画地と言う）を対象に再開発計画をとりまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－1.1.1 対象範囲 

 

 

明石港周辺地区 

本港 

東外港 

計画地 

図－1.1.2 明石市東部航空写真 

計画地 
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１.２ 明石港東外港地区再開発計画検討委員会 

 

（１）委員名簿 

区分 所属等 氏名 備考 

学識経験者 

 明石工業高等専門学校 名誉教授 ◎大橋 健一  

 大阪大学大学院 教授  加賀 有津子  

 流通科学大学 教授  柏木 千春  

 兵庫大学 副学長 ○田端 和彦  

地元代表 
 明石市連合まちづくり協議会 顧問  橋本 浩司  

 中崎まちづくりの会 会長  伊藤 一  

漁業関係者  明石市漁業組合連合会 会長  橋本 幹也  

商工会議所  明石商工会議所 副会頭  西海 正隆 
 

観光振興  (一社)明石観光協会 専務理事  樫原 一法 
 

国  近畿地方整備局港湾空港部計画企画官  酒井 貴司 
 

市 
 明石市政策局長  宮脇 俊夫 

 
 明石市理事（技術担当）  福田 成男 

 

県 
 兵庫県県土整備部土木局港湾課長  雨宮 功 

 

 兵庫県東播磨県民局加古川土木事務所長 
 岩﨑 日出夫 
（伊藤 裕文）  

◎：会長、○：会長代理、（  ）は前任者 
（２）開催状況 

回 開催時期 検討内容 

第１回 平成28年10月４日 ・明石港への要請・課題 

第２回 平成29年１月17日 
・「明石らしさ」の整理 

・土地利用の具体的な方向性と導入する機能 

第３回 平成29年５月12日 ・土地利用の考え方と導入機能 

第４回 平成29年８月16日 ・再開発計画（素案） 

第５回 平成29年10月23日 ・再開発計画とりまとめ 
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１.３ 計画の構成 

＜土地利用の方針＞ 

①活気に溢れ多くの人々を惹きつけるにぎわい空間の形成 

②明石海峡の風光明媚な環境と触れ合える場の提供 

③明石と来訪者を結び付ける滞在拠点の創出 

④中心市街地の回遊を促す交通・観光ネットワークの形成 

⑤みなとの機能を活かした海上周遊及び海上交通機能の強化 

⑥安全安心の確保と良好な居住環境の提供 

＜明石港を取り巻く状況＞ ＜関連計画＞ 

＜基本的な方向性＞ 

中心市街地の南の拠点を形成し、回遊性を高めることにより、 

中心市街地のさらなる「にぎわい創出」を図る 

＜県民アイデア募集＞ 

（138 人から 483 件の提案あり） 

＜再開発にあたって留意すべき事項＞ 

基本的な方向性や土地利用方針の実現に向けて、 

関係機関の取り組みや、公募条件の設定に関して特に留意・配慮すべき事項 

＜土地利用ゾーニングの一例＞ 

・明石港の新たなシンボルとなるにぎわいゾーン 

・明石海峡を望むウォーターフロントゾーン 

・エントランスゾーン 

・みなとを活かしたウォーターフロントゾーン 

＜明石らしさ＞ 
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２．明石港を取り巻く状況 

 ２.１ 明石市の概況 

(1)明石市の人口・世帯数 

明石市の人口は、平成 8 年以降、微増もしくはほぼ横ばいで推移してきている。

一方、中心市街地は、平成 9 年以降増加傾向にあり、平成 27 年は平成 12 年と比較

すると約 2 割の伸び率となっている。 

また、20 代から 30 代前半までの転入超過については、就職や結婚を機に、大都市

への交通利便性の高い本市に住居を構える人が多いためと考えられる。（出典：明石

市人口ビジョン、平成 27 年 12 月） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

二見地区 

本庁地区 

魚住地区 

大久保地区 

表－2.1.1 明石市人口の推移（資料：明石市中心市街地活性化基本計画） 
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 (2)昼夜間人口 

明石市の昼夜間人口比率は、上昇傾向にあるが、依然として他都市への流出者の

方が多い。 

 

 

 

表－2.1.2 明石市の社会動態（資料：明石市人口ビジョン） 

（       ） 

表－2.1.3 昼間人口比率の推移 
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２.２ 周辺の交通機能 

 明石市東部の幹線道路は以下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画地 

凡例 

高速道路 

国道 

主要地方道 

一般県道 

その他道路 

図－2.2.1 明石市東部の幹線道路 

玉津 IC 

伊川谷 JCT 

IC 

永井谷 JCT 

大蔵谷 IC 
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 中心市街地の幹線道路は以下に示すとおりである。

図－2.2.2 中心市街地の幹線道路 

凡例 

国道        ４車線 

主要地方道     ２車線 

一般県道       

（主）明石神戸宝塚線 

（一）明石港線 

（一）明石高砂線 

国道２号 

国道 28 号 

JR 明石駅 

山陽電車 明石駅 

ｼﾞｪﾉﾊﾞﾗｲﾝ乗り場 

至神戸 

至姫路 
（主）明石停車場線 

（明石市管理） 
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 中心市街地の鉄道、バス路線、歩道整備状況、航路は以下に示すとおりである。 

 

図－2.2.3 中心市街地の鉄道、バス路線、歩道整備状況、航路 

ｼﾞｪﾉﾊﾞﾗｲﾝ乗り場 

至岩屋港 

JR 明石駅 

至神戸 

至姫路 

山陽電車 明石駅 

至大蔵海岸 
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 ２.３ 周辺の主要施設 

   

 

⑥明石ほんまち三白館 ⑦淡路ジェノバライン船着場 

⑫大蔵海岸公園 

①魚の棚 ②明石城 ③明石公園 

⑨旧波門崎灯籠堂 ⑪海沿いの遊歩道 ⑭明石海峡大橋 

⑤中崎公会堂 

⑬大蔵海岸公園バーベキュー場 

⑩展望広場 

計画地 

⑩展望広場 

約 100 店舗が軒を連ねる活気

ある商店街 

江戸時代に築城され約 400 年の

歴史の面影を伝える明石の名所 

明石城址を中心につくられた、

自然を満喫できる都市公園 

明治 44 年に建設され、集会などに

利用される市民の文化活動の殿堂 

心地よい潮風を感じながら

散策できる海沿いの遊歩道 

青い海と雄大な明石海峡大

橋が目の前にあるシーサイ

ドの公園 

明石海峡大橋や瀬戸内海を

一望できる展望広場 

大蔵海岸公園内にあり、家族

連れで賑わうバーベキュー場 

本州と淡路島を結ぶ、全長約4km

の明石海峡大橋 

商店街の活性化や地域住民の交流拠

点となる大衆演劇が見られる劇場 
明石と淡路島を結ぶ高速船 淡

路ジェノバラインの発着所 

石積躯体と鉄筋コンクリート造

の高さ 7.3ｍの灯籠。藩政時代か

ら残る明石港のランドマーク 

③明石公園 

①魚の棚 

②明石城 

⑥三白館 

⑨旧波門崎灯籠堂 ⑪海沿いの遊歩道 

⑭明石海峡大橋 

⑤中崎公会堂 

明石駅 

朝霧駅 

⑦淡路ジェノバ 

ライン船着場 

⑫大蔵海岸公園 

⑬バーベキュー場 

⑧水産物分場 

漁師が水揚げしたばかりの

魚介を持ち込み、セリが行

われる場 

⑧水産物分場 

④天文科学館 

④市立天文科学館 

昭和 35 年、標準時子午線上に建設

された「時のまち明石」のシンボル 






















